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【　６８回】
内 容 ・記者会見：１０回【６回】 ・ニュースリリース９０回【２０２回】

＜決算額の内訳＞
・ＦＭやまと「市政情報やまと」 ２７，２５６千円
・ＦＭやまと特別番組・ＰＲスポット　　２，０２５千円
・やまとニュース・ポスター作成 １２，６７２千円
・その他 ３０，３８７千円

・やまとニュースの発行やＦＭやまとでのラジオ放送など、年間を通じて市政情
報を効果的に発信しました。また、新型コロナウイルス対応として、臨時的に
ちらしの全戸配布や、広報ＰＲボードへのポスター掲示も実施し、市民への迅

評価課題 速な情報提供をすることができました。
・ＳＮＳの活用により、新型コロナに関するものを筆頭に、さまざまな情報を広
く周知することができました。また、市の魅力を伝えるホームページと、子育
て支援に関するホームページを開設したことで、市民サービスの向上のみなら
ず大和市としての訴求力を高めています。

決算書ページ
款 02 総務費 項 01 総務管理費 目 04 広報連絡費
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事業名 03 市政等ＰＲ事業 担当課 広報広聴課

令和元年度 決算額 (以下単位:千円)

冊子、視聴覚媒体などのほか、マスコミなどを通じて市
61,634

目　的 政情報を発信します。
令和２年度　 予算現額

72,915

令和２年度　 決算額・コミュニティＦＭやテレビ、インターネット動画など
の音声・映像媒体、チラシや広報ＰＲボードの活用な 72,340
ど、幅広い手段で市政ＰＲを図ります。

令和２年度　 財源内訳
・市の重要な施策を分かりやすく紹介する「やまとニュ

国庫支出金 0
ース」を年１２回発行します。

手段手法 県 支 出 金 1,814
・市長会見やニュースリリースをタイムリーに行い、市

地 方 債 0
政の報道を促します。

そ の 他 403
・市勢などを紹介する「市勢ガイド」を発行します。

一 般 財 源 70,123

令和３年度　 予算額

62,611

活　動　内　容

1
ニュースリリース件数

2
記者会見回数

3
放送回数

4
やまとニュース発行回数

指標
ニュースリリースによる情報提 定期及び臨時の記者会見を実施 テレビ及びラジオの放送委託で タブロイド判「やまとニュース

供件数 した回数 放送した回数 」の発行回数

予定 150 件 5 回 1,906 回 12 回
（目標）

令和２年度
90 件 10 回 1,790 回 12 回

実　績

令和元年度　
202 件 6 回 1,832 回 12 回

実　績

【　　】内は前年度数値

市政などについて、さまざまな媒体を活用し、広く市民にＰＲを図りました。
　・テレビ広報（ｔｖｋ「猫ひたワイド」）：年２４回放送　　【　２４回】
　・やまとニュース年１２回発行（各１１５，０００部）　　　【　１２回】
・ＦＭやまと「市政情報やまと」：３６０日１，５９６回【１，５９７回】
・ＦＭやまと特別番組・ＰＲスポット：２０種１７０回 【２１１回】

具体的 ・市長報告：　０回
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８２６千円

・安全安心指導員に関する事業が地域防犯活動推進事業から移管したため決算額
が増加しています。

・大和駅周辺への街頭防犯カメラおよび防犯灯の重点的な設置により、市民の体

評価課題 感治安の向上を図るとともに、客引き等行為の通報を促すための警告幕を更新
設置し、客引き等行為の抑止と市の取り組みの周知につながりました。

・令和２年度末をもって安全安心指導員に係る事業を休止したことから、警察や
商店会と連携を図り、大和駅周辺における防犯対策および客引き等行為対策の
新たな手法を検討していく必要があります。

決算書ページ
款 02 総務費 項 01 総務管理費 目 10 地域活動推進費
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事業名 19 大和駅周辺防犯特別対策事業 担当課 生活あんしん課

令和元年度 決算額 (以下単位:千円)

大和駅周辺の防犯対策を強化し、イメージアップを図り
34,174

目　的 ます。
令和２年度　 予算現額

94,411

令和２年度　 決算額・「大和市客引き行為、つきまとい行為等の防止に関す
る条例」に基づき、大和警察署と協力し指導、警告等 63,898
を実施します。

令和２年度　 財源内訳
・大和駅周辺の街頭防犯カメラを増設します。

国庫支出金 0
・大和駅周辺に客引き防止のための横断幕を設置しま

手段手法 県 支 出 金 0
す。

地 方 債 8,800

そ の 他 0

一 般 財 源 55,098

令和３年度　 予算額

4,818

活　動　内　容

1
街頭防犯カメラの新設数

2
防犯灯の新設数

3 4
指標

大和駅周辺への街頭防犯カメラ 大和駅周辺への防犯灯の新設数

の新設数

予定 40 50
（目標）

令和２年度
43 31

実　績

令和元年度　
47 99

実　績

【　　】内は前年度数値

大和駅周辺に街頭防犯カメラおよびＬＥＤ防犯灯を設置しました。
大和駅前に客引き行為等防止のための警告幕を設置しました。
＜事業内容＞
・街頭防犯カメラ設置 ４３台（２０箇所）【４７台（２０箇所）】
・ＬＥＤ防犯灯設置 ３１灯　　　　　　【電柱共架　　９９灯】

具体的 ・客引き防止警告幕設置 　７枚
内 容 ＜決算額の内訳＞

・安全安心指導員報酬・期末手当 ２５，８７８千円
・街頭防犯カメラ設置工事設計監理業務委託料 ３，２００千円
・街頭防犯カメラ設置工事費 ２５，７８０千円
・防犯灯設置工事費 ８，１２２千円
・客引き防止警告幕作成委託費 ９２千円

　・その他　　　　　　　　　
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　　　　　 １３１千円

・新型コロナウイルス感染症対策のため、開催人数、時間等を工夫して実施して
います。緊急事態宣言により開催を中止とした時期には、介護予防の取り組み
を継続していただけるよう、電話や個別訪問による声かけ等を実施しました。

評価課題 ・利用者が年々高齢化してきており、状態に即した介護予防プログラムの実施が
必要です。また、超高齢社会に伴い、介護予防の取り組みが必要な方への利用
を促進していく必要があります。

決算書ページ
款 03 民生費 項 01 社会福祉費 目 03 老人福祉費
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事業名 05 生きがい対応型デイサービス事業 担当課 健康づくり推進課

令和元年度 決算額 (以下単位:千円)

地域における高齢な方の自立支援及び介護保険法による
17,204

目　的 地域支援事業への円滑な移行を推進します。
令和２年度　 予算現額

18,169

令和２年度　 決算額・６５歳以上の市民を対象にひまわりサロンを開催し、
地域の人との交流を図りつつ、閉じこもりを防止しま 17,020
す。また、介護予防に関する普及啓発も行います。

令和２年度　 財源内訳
・地域包括支援センターと連携し、介護予防事業の推進

国庫支出金 0
を図ります。

手段手法 県 支 出 金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

一 般 財 源 17,020

令和３年度　 予算額

14,349

活　動　内　容

1
利用者数

2
実施回数

3
健康・介護予防に関する知

4
識の普及啓発

指標
ひまわりサロン利用者数 ひまわりサロン実施回数 専門職による実施回数

予定 12,000 人 573 回 40 回
（目標）

令和２年度
3,290 人 259 回 19 回

実　績

令和元年度　
9,008 人 514 回 29 回

実　績

【　　】内は前年度数値

・ひまわりサロンを開催し、健康状態の維持・改善を図るとともに介護予防を
推進します。

＜事業内容＞
　実施場所：コミュニティセンター等　　１６か所【　　１６か所】
　実施回数： ２５９回【　　５１４回】

具体的 　対象者数： ３，２９０人【９，００８人】
内 容 ※新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年４月１日～７月３１日、

令和３年１月８日～３月２１日まで事業中止（計３１４回）。
＜決算額の内訳＞
　生きがい対応型デイサービス事業委託料　１６,８０８千円
　保険料等　　　　　　　　　　　　　　　　　 　８１千円
　自動車整備費等　　　　　　　　　
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られます。
・新型コロナウイルスとインフルエンザの同時流行に備え、年末年始における発

評価課題 熱患者の診療体制を充実させるため、12/29～1/3の期間について医師などを増
員し対応しました。

・今後も引き続き、一次救急医療を適切に提供するよう努める必要があります。

決算書ページ
款 04 衛生費 項 01 保健衛生費 目 01 保健衛生総務費
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事業名 06 休日夜間急患診療所運営事業 担当課 医療健診課

令和元年度 決算額 (以下単位:千円)

休日及び夜間の内科、小児科の軽症患者のために、大和
149,466

目　的 市地域医療センター休日夜間急患診療所で適切な一次救
令和２年度　 予算現額

急医療を提供します。
163,300

令和２年度　 決算額・休日夜間急患診療所の運営を大和市医師会に委託しま
す。 151,379

令和２年度　 財源内訳

国庫支出金 0

手段手法 県 支 出 金 4,767

地 方 債 0

そ の 他 20,575

一 般 財 源 126,037

令和３年度　 予算額

143,513

活　動　内　容

1
診療日数

2
診療件数

3 4
指標

休日・夜間の診療日数 休日・夜間の診療件数

予定 365 日 12,300 件
（目標）

令和２年度
365 日 2,971 件

実　績

令和元年度
366 日 10,532 件

実　績

【　　】内は前年度数値

一次救急診療（内科・小児科）を大和市医師会への委託で実施しました。
・実施場所　大和市地域医療センター（鶴間１－２８－５）
・診療時間　月曜日～土曜日　　２０時～２３時

日曜祝日振替休日 ９時～１２時 １４時～１７時 ２０時～２３時
・診療件数　平日夜間 １，１４７人【　３，６００人】

具体的 休日昼間 １，３７９人【　５，２７１人】
内 容 休日夜間 ４４５人【　１，６６１人】

合　　計 ２，９７１人【１０，５３２人】
※うち、内科　１，６９０人、小児科　１，２８１人

＜決算額の内訳＞
・診療所の業務委託等 １４９，９７３千円
・その他 １，４０６千円

・令和２年度は受診者数が例年に比べ大幅に減少しており、新型コロナウイルス
の感染拡大による受診控え等の影響と考え
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新型コロナウイルス感染拡大により、中止となりました。
子育て何でも応援メール配信者延数（３月末現在）

：５，６９５人【４，０９０人】
＜決算額の内訳＞ 
・歯科医師・会計年度任用職員報酬 ８２３千円　
・委託料（子育て支援メール配信委託）　２，６９７千円
・その他 １，３７６千円

・各種教室・相談事業については、感染症対策を講じながら、妊婦やその夫、保
護者が安心して参加できる場となるよう、引き続き運営方法・教室内容の見直
しを行い、実施していきます。

評価課題 ・保護者が子育て情報を得やすいツールとして、子育て何でも応援メールの周知
に努めていきます。

決算書ページ
款 04 衛生費 項 01 保健衛生費 目 03 母子保健費
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事業名 08 母子保健相談指導事業 担当課 すくすく子育て課

令和元年度 決算額 (以下単位:千円)

安全な出産を迎えるために母体の健康管理を行うこと、
3,919

目　的 出産後の健康管理や育児・健康面における情報提供や相
令和２年度　 予算現額

談に対応することで、子育て家庭の支援を行います。
5,720

令和２年度　 決算額・妊娠届を受理し、母子健康手帳を交付します。
・妊娠・出産に向けた知識の普及啓発のための各種教室 4,896
を開催します。

令和２年度　 財源内訳
・２歳児歯科相談および育児相談を開催します。

国庫支出金　 67
・１歳６か月児健康診査後のフォロー教室として「お

手段手法 県 支 出 金 0
やこ教室」を開催します。

地 方 債 0
・子育て何でも応援メールを、LINE、Twitter、メール

そ の 他 0
で配信します。

一 般 財 源 4,829

令和３年度　 予算額

6,368

活　動　内　容

1
プレママ・パパ教室、イク

2
もぐもぐ教室参加者数

3
１歳児育児教室参加利用者

4
２歳児歯科相談利用者数

メン講座参加者延べ数 数
指標

初妊婦とその夫の教室参加者延 4～8か月児の保護者の離乳食教 １歳～１歳３か月児と保護者の 相談者数

べ数 室参加者数 育児・幼児食教室参加者数

予定 1,440 人 600 人 500 人 400 人
（目標）

令和２年度
0 人 0 人 0 人 93 人

実　績

令和元年度
1,084 人 493 人 417 人 240 人

実　績

【　　】内は前年度数値

・妊娠届出があった妊婦に、母子健康手帳を交付しました。
・「子育て何でも応援メール」について、従来からのメールによる配信だけでな
く、７月からLINE、Twitterの配信を開始し、充実しました。

＜主な事業内容＞　
プレママ・パパ教室：　０回【４５回】

具体的 もぐもぐ教室 ：　０回【２２回】
内 容 ※
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８１人】
・生後４か月までの乳児家庭訪問数 １，６１９人【１,８４６人】

具体的 ・乳児家庭全戸訪問実施率 ９０．７％【　９５.３％】
内 容 ・赤ちゃん訪問プラスでの訪問数 ８２件【　 １０３件】

・「助産師さん何でも相談」相談件数 １,６７７件【１,３８５件】
＜決算額の内訳＞
・会計年度任用職員報酬　　６,００５千円
・その他 ２４１千円

・「助産師さん何でも相談」は、出産後まもない産婦だけでなく、初妊婦に対し
出産前に電話によるアプローチを行い、妊娠中の不安の解消に努めました。

・新型コロナウイルス感染症への懸念から訪問を控えるケースが多くあり、乳児

評価課題 全戸訪問の実施率が減少しました。適切な時期に訪問し、産後うつ予防、育児
不安の軽減や子育ての孤立化を防ぐため、引き続き産科医療機関と連携し、支
援に努めます。
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事業名 09 妊産婦・新生児等訪問事業 担当課 すくすく子育て課

令和元年度 決算額 (以下単位:千円)

子育て家庭の孤立化を防ぎ、地域の中で子どもが健やか
7,108

目　的 に育成できる環境整備を図ります。
令和２年度　 予算現額

7,872

令和２年度　 決算額・おおむね生後４か月までの乳児がいる家庭を助産師・
保健師・管理栄養士・看護師が訪問し、育児環境の確 6,246
認や育児支援及び情報提供を行います。

令和２年度　 財源内訳
・各種健康診査において、継続支援が必要な妊婦や乳幼

国庫支出金 2,626
児を対象に保健師や管理栄養士が訪問し、必要な支援

手段手法 県 支 出 金 1,658
を行います。

地 方 債 0
・産前産後サポート事業として「助産師さん何でも相

そ の 他 0
談」を開設し、電話、面接相談に応じます。

一 般 財 源 1,962
・「赤ちゃん訪問プラス」として、育児不安のある家庭

令和３年度　 予算額
に保健師等が再度訪問します。

6,828

活　動　内　容

1
訪問指導数(全数・継続支

2
生後４か月までの乳児家庭

3
赤ちゃん訪問プラス訪問指

4
助産師何でも相談支援件数

援） 訪問 導人数
指標

乳幼児家庭訪問および継続支援 おおむね生後４か月までの乳児 赤ちゃん訪問プラスでの家庭訪 助産師の所内相談・電話相談や

の訪問指導延べ人数 家庭が対象 問延べ人数 訪問実施数

予定 5,300 人 1,925 件 150 人 1,500 件
（目標）

令和２年度
4,290 人 1,619 件 82 人 1,677 件

実　績

令和元年度
4,981 人 1,846 件 103 人 1,385 件

実　績

【　　】内は前年度数値

子育て何でも相談・応援センター（子育て世代包括支援センター）と連携し、妊
産婦・新生児等の家庭訪問を実施しました。
＜実施状況＞
・訪問延べ人数 ４，２９０人【４,９
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　１９千円　

・支援を要する産婦１９１人を早期に把握し、赤ちゃん訪問や産後ケア事業な
どの支援につなげました。

・今後も産後健康診査の受診勧奨に努めるとともに、産科医療機関と連携し、産

評価課題 後うつ等のリスクが高い産婦の早期把握を行う必要があります。
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事業名 14 産後健康診査事業 担当課 すくすく子育て課

令和元年度 決算額 (以下単位:千円)

出産後まもない時期の産婦に対する健康診査に係る費用
0

目　的 を助成することにより、産後うつ等のリスクが高い産婦
令和２年度　 予算現額

の早期把握と支援を行います。
15,173

令和２年度　 決算額・県産婦人科医会への委託及び償還払い
・産後２週間、１か月時点で健診を医療機関が実施しま 13,747
す。

令和２年度　 財源内訳
・医療機関は、精神状態の把握として、エジンバラ産後

国庫支出金 7,406
うつ病の実施、問診、診察などを併せて総合的に評

手段手法 県 支 出 金 0
価。セルフケアに関する助言や指導、実施機関での経

地 方 債 0
過観察、精神科に関する情報提供等を行います。

そ の 他 0
・医療機関は、上記の内容を速やかに市に報告します。

一 般 財 源 6,341
市は早急に訪問を行い、家族や精神科医療機関との調

令和３年度　 予算額
整などの支援を開始します。

14,325

活　動　内　容

1
産後健康診査受診者率

2
産後健康診査受診者延べ数

3
早期に支援が必要な産婦

4
指標

産後健康診査受診者率（1か月 産後健康診査受診者延べ数 医療機関より継続支援依頼人数

健診）

予定 80 ％ 3,064 回 190 人
（目標）

令和２年度
82 ％ 2,693 回 191 人

実　績

令和元年度
0 ％ 0 回 0 人

実　績

【　　】内は前年度数値

産後２週間、１か月の時期に受診する産後健康診査費用の助成を行ない、産後う
つ等で支援を要する産婦の早期把握に努めます。
＜実績（受診状況）＞ 
　産後２週間　　　１，２０９人
　産後４週間　　　１，４８４人

具体的 ＜決算額の内訳＞
内 容 ・産後健康診査等委託料　　１３，１２８千円

・扶助費 ６００千円
・その他
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スクがある産婦をサポー

評価課題 トするため、今後も支援体制を確保する必要があります。
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事業名 15 産後ケア事業 担当課 すくすく子育て課

令和元年度 決算額 (以下単位:千円)

出産後まもない時期の母子に対して、心身のケアや育児
0

目　的 のサポート等を行い、産後も安心して子育てができる支
令和２年度　 予算現額

援体制を確保します。
8,284

令和２年度　 決算額・市内産科医療機関でデイサービス型支援を実施します
・母親の身体的ケア及び保健指導、栄養指導、心理ケア 2,873
授乳指導、育児相談を行います。

令和２年度　 財源内訳
・食事や休養の場の提供を行います。

国庫支出金 1,436
・「子育て何でも相談・応援センター」の専任保健師が

手段手法 県 支 出 金 0
利用にあたって面接もしくは訪問を実施し、状況を確

地 方 債 0
認、他のサービス利用を含めたコーディネートを実施

そ の 他 0
します。

一 般 財 源 1,437

令和３年度　 予算額

8,284

活　動　内　容

1
産後ケア事業利用者

2
産後ケア利用回数

3 4
指標

産後ケア事業申請者数

予定 366 人 366 件
（目標）

令和２年度
93 人 158 件

実　績

令和元年度
0 人 0 件

実　績

【　　】内は前年度数値

産後４か月までの母子を対象に、市内産科医療機関１か所でデイサービス型によ
る心身のサポート、食事や休養の場の提供を行いました。

＜利用人数＞
・実人数 ９３人

具体的 ・利用回数　１５８件（多胎児１件含む）
内 容

＜決算額の内訳＞
・委託料 ２，８５３千円
・需用費 ２０千円

・新型コロナウイルス感染症拡大により、市内産科医療機関２か所で実施予定で
あったものが、１か所での実施となりました。

・出産後の心身のケアが充分に得られず、産後うつのリ
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事業名 03 焼却灰等有効利用事業 担当課 施設課

令和元年度 決算額 (以下単位:千円)

一般廃棄物焼却灰の資源化を図ります。
306,047

目　的
令和２年度　 予算現額

319,946

令和２年度　 決算額・焼却灰を安定かつ安全に資源化できる施設の調査と現
地確認を行います。 318,720

・搬出先の自治体と、搬出量等の事前協議を行い、焼却
令和２年度　 財源内訳

灰の資源化を行います。
国庫支出金 0

・焼却灰を路盤材原料等として有効利用します。
手段手法 県 支 出 金 0

地 方 債 0

そ の 他 136,703

一 般 財 源 182,017

令和３年度　 予算額

313,384

活　動　内　容

1
資源化箇所数

2
焼却灰有効利用量

3 4
指標

資源化先として焼却灰を搬出し 路盤材原料等により焼却灰の有

た事業所数 効利用を行った量

予定 3 箇所 6,164 ｔ
（目標）

令和２年度
3 箇所 6,142 ｔ

実　績

令和元年度
3 箇所 5,950 ｔ

実　績

【　　】内は前年度数値

焼却灰の資源化を行いました。
＜事業内容＞
・中央電気工業株式会社　（茨城県鹿嶋市）　３，２４８ｔ【２，８３８ｔ】
・メルテック株式会社　　（栃木県小山市）　１，５９８ｔ【１，５３２ｔ】
・中部リサイクル株式会社（愛知県名古屋市）１，２９６ｔ【１，５８０ｔ】

具体的 ＜決算額の内訳＞
内 容 ・焼却灰資源化委託　　３１７，７４６千円

・その他 ９７４千円

・焼却灰を路盤材等の土木資源材料として有効利用を図りました。
・今後も焼却灰を安心・安定かつ経済的に資源化するよう努めます。

評価課題
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22 新型コロナウイルス感染症拡大防止および雇用維持
給付金支給事業
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10 大和スタジアム・つきみ野野球場・宮久保野球場施設
管理運営事業
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１，８０６千円
・中学校普通教室用プロジェクタ購入費 ７３，５８２千円
・その他 ４, １５１千円

・中学校２、３年生の普通教室に新たに中学校普通教室用プロジェクタを整備
するとともに、教職員数の増加に伴い、校務用コンピュータについて台数を
増やして更新したため、事業費が増加しました。

評価課題 ・ＧＩＧＡスクール構想に基づき、児童生徒１人１台の端末が整備されたこと
に伴い、ＩＣＴ機器を活用した授業も増加しているため、引き続きＩＣＴ支
援員の日常的な配置が必要です。
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事業名 16 教育用コンピュータ整備事業 担当課 教育研究所

令和元年度 決算額 (以下単位:千円)

教育の情報化を推進するため、教育ネットワークに接続
307,610

目　的 するコンピュータ機器等の整備と保守を行います。
令和２年度　 予算現額

370,479

令和２年度　 決算額・小中学校のコンピュータ教室等に設置した教育用コン
ピュータの保守管理を業者に委託します。 369,110

・校務用及び教育用コンピュータを教員数や児童生徒
令和２年度　 財源内訳

数、及び活用方法により適性な配置、整備を行いま
国庫支出金 30,951

す。
手段手法 県 支 出 金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

一 般 財 源 338,159

令和３年度　 予算額

349,452

活　動　内　容

1
保守管理コンピュータ台数

2
校務用コンピュータ台数

3
教育用コンピュータ台数

4
指標

市内市立小中学校保守対象コン 市内教職員が使用する校務用コ 児童生徒が使用する教育用コン

ピュータ数 ンピュータ台数 ピュータ台数

予定 22,428 台 1,236 台 21,192 台
（目標）

令和２年度
22,646 台 1,236 台 21,410 台

実　績

令和元年度
3,768 台 1,140 台 2,628 台

実　績

【　　】内は前年度数値

・小中学校のコンピュータ教室等に設置した教育用コンピュータ及び周辺機器
の更新、保守管理を行いました。

・ＩＣＴ機器を有効活用するため、ＩＣＴ支援員を配置しました。
・校務用コンピュータの更新、保守管理を行いました。
・中学校２、３年生の全クラスにプロジェクタを整備しました。

具体的 ＜決算額の内訳＞
内 容 ・業務委託料（ＩＣＴ支援業務委託等） ３４，１９５千円

・施設管理・保守等委託料 ３５，３７６千円
・情報機器賃借料 ２２
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